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長崎大学の学士課程教育改革 

平成24年4月 

 新しい教養教育の開始 

  教養教育科目のモジュール化 

  アクティブ・ラーニングの全面導入 

 

平成26年4月 

 人文社会系新学部「多文化社会学部」設置 
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中規模地方総合大学 

NAGASAKI UNIVERSITY 

Tokyo 

Nagasaki  

Soul 

Shanghai 

学生数：9,121人（H25.5.1） 

  学士課程7,613人 大学院1,508人 

教職員数：2,892人（H25.5.1） 

   役員 9人、教員 1,189人 

   事務職員 455人、技術職員 1,240人 

教育研究組織  
（８学部＋１）     
  教育学部 
  経済学部 
  医学部 
  歯学部 
  薬学部 
  工学部 
  環境科学部 
  水産学部 
  多文化社会学部 
   （Ｈ２６新設） 
    
  

（６研究科） 
  教育学研究科 
  経済学研究科 
  工学研究科 
  水産・環境科学総合研究科 
  医歯薬学総合研究科 
  国際健康開発研究科 
（病院） 
  大学病院 
（研究所) 
  熱帯医学研究所 
  原爆後障害医療研究所   

長崎大学の概要 
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役員会 
大学全体の最終的な意思決定機関 

〔学長,理事6人〕 

－教育研究評議会－ 
教育研究に関する重要事項の審議機関 

〔学長,理事5人,部局長等18人〕 

－経営協議会－ 
大学の経営に関する重要事項の審議機関 

〔学外委員10人,学内委員10人〕 

－連絡調整会議－ 
学部等間の連絡調整 

〔学長,理事6人,部局長等17人〕 
 

－学長・副学長会議－ 
業務遂行戦略の策定（毎週火曜日） 

〔学長,理事6人,副学長8人,学長特別補佐2人〕 

 
 
 

－役員懇談会－ 
大学の経営・運営に係る重要事項（毎週火曜日） 

〔学長,理事6人,監事2人〕 認証評価 地域連携 教務 福島復興 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ人材 

広報 情報 学生 入試 産学連携 研究企画 

学 部 

研究科 

研究所 

病院等 

部局 
 
 
 

連絡     
調整 

全学委員会 

学長 

監事〔2人〕 

学長室 

事務局各課 

企画立案機能：懸
案ごとに外部有識
者を含むワーキン
ググループを設置
し，学長に答申 

 

主要会議出席、全
部局業務監査及び

学長への提言 

長崎大学のガバナンス体制 
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教務委員会 
新しい全学教育カリキュラム改善専門部会 

 
 

全学教育検討ＷＧ 
（第１次教養教育ＷＧ） 

 
 ①学士教育共通理念の設定 

②長崎大学モデルの教養教育の創生 
③教養教育に責任を持つ教員組織の形成 

学長コメント （H21.9） 

“三位一体改革” 
①新学部構想 
②既存３学部（教育、経済、環境科学）改革 
③教養教育改革 

①24年度から新教養教育の開始 
②人文社会系学部の創設 
③経済学部に特色的教育コース 
④環境科学部カリキュラム改革 
⑤教育学研究科の改組 

学長コメント （H22.8） 

学長コメント （H23.5） 

新しい教養教育の具体像作成ＷＧ 
（第２次教養教育ＷＧ） 

（Ｈ20.12～） 

（Ｈ21.11～） 

 新しい教養教育開始 
(H24.4～) 

多文化社会学部設置
(H26.4～) 

教育学研究科の教職大
学院一本化(H26.4～) 

（Ｈ22.12～） 

新学部設置検討ＷＧ 

 
 

（Ｈ22.9～） 

経済学部国際ビジネス
コース開始(H26.4～) 

教養教育改革、新学部設置の経緯 
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全学教育検討ＷＧ 
（第１次教養教育ＷＧ）    Ｈ20.12～ 

①学士教育共通理念の設定 
      ＊安西祐一郎博士（ＪＳＰＳ理事長、元慶應義塾塾長） 
      “法人化されて後も各国立大学には個性が見えてこない。未だ皆同じようにしか見えない” 
      ＊慶應義塾：“自立自尊”の人材育成理念 

②長崎大学モデルの教養教育の創生 
   広く、浅くの教養教育から、質を保証する教育への転換 
   ＊石井紫郎博士（ＪＳＰＳ学術システム研究センター顧問） 

     “大学で学ぶべき教養とは、学問のカタである” 

③教養教育に責任を持つ教員組織の形成 

 
“三位一体改革” 
①教養教育改革 

   “教養教育科目のモジュール化”  

   ＬＡＣＳ（主体的学修支援システム）の整備  
②新学部構想 
   学生定員：１００名（経済９０、環境科学10名拠出） 
   専任教員：４０名（経済９、環境科学５、教育４など既存学部より計２１ポスト拠出 

③既存３学部（教育、経済、環境科学）改革 

 

新しい教養教育の具体像作成ＷＧ 
（第２次教養教育ＷＧ）   Ｈ21.11～ 

教養教育改革、新学部設置の経緯 
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長崎大学ブランド・グローバル人材の育成 
 地域の多様性の意義 

  “地域を掘り下げることで、逆に国や世界が見えてくる” 

 地域から世界へ飛翔するグローバル人材： 

  グローカリティを体現する人材 

長崎大学共有学士像 
(1) 研究者や専門職業人としての基盤的知識を有する  

(2) 自ら学び、考え、主張し、行動変革する素養を有する  

(3) 環境や多様性の意義が認識できる  

(4) 地球と地域社会及び将来世代に貢献する志を有する  

 

長崎大学の学士課程教育理念 
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国 

際 

化 

す 

る 

社 

会  

大 
 

 

学 

○ シンキング（考え抜く力） 
  課題発見力、計画力、創造力 

○ アクション（前に踏み出す力） 
  主体性、働きかけ力、実行力 

○ チームワーク（チームで働く力） 
  発進力、傾聴力、柔軟力 

  状況把握力、規律性、ストレスコントロール力 

○ 思考の方法 
  創造性と革新性、批判的思考、学び方の学習 

○ 仕事の方法 
  コミュニケーション、コラボレーション 

○ 業務 
  情報リテラシー、ICTツールリテラシー 

○ 社会生活 
  市民性、個人的責任、社会的責任 

社会人基礎力 

21世紀型スキル 

ジェネリックスキル 

要 

請 

英語力 

英語力 

英語力 

社会からの大学への要請 

8 



 全学共有学士像 
 
・研究者や専門職業人としての基盤
的知識を有する 

・自ら学び、考え、主張し、行動変革
する素養を有する 

・環境や多様性の意義が認識できる 

・地球と地域社会及び将来世代に貢
献する志を有する 

育成すべき能力と態度 
 
◎能力 

・ものごとの本質を理解するための
基本的な学習能力 

・自主的に考え、発信する能力 

・日本語及び英語によるコミュニ
ケーション能力 

 

◎態度 

・学問を尊敬する態度 

・学びを継続し自らを高め変革しよう
とする態度 

・多様性を認め、相互に啓発し合う
態度 

教養教育の目標 
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必修科目 

全学教育 

・・・１２単位 

選択科目 ・・・１８単位 

計 ３０単位 

必須科目 ・・・１４～１８単位 

モジュール科目  ・・・  ２４ 単位 

計 ４０～４６単位 

全学モジュール  ・・・ （１２）単位 
学部モジュール  ・・・ （１２）単位 

自由選択科目  ・・・ ２～４ 単位 

教養教育 
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必須科目 

従来の全学教育 新しい教養教育 

選
択
科
目 

必修科目 

学生一人一人が 
科目を適切に選択し、それらを有機的
につなぎ合わすことによって能力形成 

興味あるテーマの全学モジュールを 
選択し、積極的に授業に参加すれば 
能力形成 

選
択
科
目 

全学モジュール 
10～12テーマ 

学部モジュール 

自由選択科目 

興味ある 
テーマの 
全学モジュールを 
選択 

Ａくん 

Ｂさん 

興味ある 
テーマの 
全学モジュールを 
選択 

目指すもの 

基本的能力 

○基本的な学習能力 

○自主的に考え、発信する力 

○コミュニケーション能力 

（日本語・英語） 

多くの 
科目を 
選択 

Ａくん 

多くの 
科目を 
選択 

Ｂさん 

人文・社会科目 

人間科学科目 

自然科学科目 

総合科学科目 

情報処理科目 

基本的態度 

○学問を尊敬する態度 

○自らを高め、変革する態度 

○相互に啓発し合う態度 

学士課程教育に適応する 

基盤的能力・態度の育成 

教養教育の改革 
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モジュール 

 21世紀社会で求められる批判的精神や課題探求能力等の獲得を
可能にする一まとまりの科目群を指し、一つのテーマを軸に構成さ
れている。モジュールは次の二つに分類される。 

全学モジュール 

現代社会の課題をテーマとして取り上げ、それを多面的
に学ぶとともに、その解決に向けた活動を行い、社会から
要求されている能力の獲得やその基盤形成を行う。 

学部モジュール 

各専門分野での学びの基盤を形成し、高度専門職業人
に向けた個の人間形成の基盤と専門分野の基本的な資
質・能力の向上を図る。 

モジュールの特徴 
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モジュールⅡ モジュールⅠ テーマ 

安全で安心できる
社会 

 
責任部局：工学部 

連携部局：医歯薬／経済・教
育／環境・水産 

○健康と医療の安全・
安心  ○社会と文化
の安全・安心  ○科学
と技術の安全・安心 

○医療とリスク管理  ○先端医療と安心
安全  ○社会の安全安心  ○破壊事
故とヒューマンファクター  ○エネルギー
と資源の危機 

○地球温暖化を考える  
○水環境を考える 
○循環型社会を考える 

○環境と倫理  ○環境とエネルギー  
○環境教育  ○経済活動と環境のバラ
ンス  ○海洋環境と海の生物多様性 

環境問題を 
理解する（Ａ） 

 
責任部局：環境科学部 
連携部局：工学・教育・経済・水産 

グローバル社会へ
のパスポート 

 
責任部局：留学生センター 

○国際的視点に立った
政治と法  ○国際的視
点に立った経済  ○異
文化理解 

○企業の国際展開とその課題  ○国際
機関の役割と実際  ○ＮＰＯ・ＮＧＯの国
際協力  ○経済及び金融のグローバラ
イゼーション  ○途上国支援と国際保健 

現代の経済と 
企業活動 

  
 責任部局：経済学部 

○国際社会と日本経済   ○地域社会と
日本経済   〇企業行動と戦略 

○社会制度と経済活動  ○経営情報と
会計情報 

○経済活動と社会 

○企業の仕組みと行動  
○経済政策と公共部門 

○人の一生と健康 
○性の発達と健康 
○ハンディキャップ 

○大学生の育児学  ○仕事と健康 

○老いと健康   ○青年期の健康増進  
○障害体験と支援 

健康と共生 
 

責任部局：医・保健学科 

安全・安心 

環  境 

医 療 系 

経  済 

国際社会 

全学モジュール例 
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＜教 員＞ ＜学 生＞ 

担当授業科目一覧 

入口 

月 A科目 

火 B科目 

A科目 

シラバス 

受講生一覧 

シラバ
ス 
詳細 

授業 
資料 

レポー
ト 

・課題 

学生との対話 

A科目 

1回～ 
  15回 

授業の詳細案を記載 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

授業資料の提示 レポート・課題 

ID＋パスワード 入口 ID＋パスワード 

Ｎ
ｕ-

Ｗ
Ｅ
Ｂ 

ティーチングポートフォリオ 

SNS 受講科目一覧 

月 A科目 

火 B科目 

ラーニングポートフォリオ 

出欠状況 
学習記録
履修状況 

A科目 教員との対話 

連絡 
事項 

シラバス シラバ
ス 
詳細 

授業 
資料 

レポー
ト 

・課題 

出欠状況 
学習記録 
履修状況 

連絡 
事項 

主体的学習促進支援システム（LACS) 
画面構成図 
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24,581 

50,948 
57,444 

59,971 

65,617 

154,623 

2,476 

4,090 

5,480 
5,122 

5,322 

10,900 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

180,000

H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 

学生 教員 

eラーニングWebclassシステムログイン時間 

時間（教員） 時間（学生） 

長崎大学の教養教育改革の成果 
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1.0

2.0

3.0

4.0

5.0
参加させる工夫 

集中しての取り組み 

自主的探究力の向上 批判力の向上 

自己表現力の向上 

H23全体（44科目） 

H24後期（62科目） 

H25前期（67科目） 

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

シラバスの詳細

な記述 

計画的な授業 

教え方の適切さ 

質問や相談をし

やすい環境 
授業目標の達成 

学習意欲の喚起 

総合満足度 

学生による授業評価結果 

長崎大学の教養教育改革の成果 
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アクティブラーニングについて 
（教員アンケート） 

7% 

64% 

29% 

0% 

十分にうまくいった 

うまくいった 

余りうまくいかなかった 

うまくいかなかった 

2% 

48
% 

48
% 

2% 

2012年度モジュールⅠ 

2013年度モジュールＩＩ 
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（１）総合大学の必須の要素としての人文社会学の系譜を構築 

（２）長崎の歴史・文化・風土に根ざすグローカリティの付与：
キーワードはオランダ、中国、アフリカ 

（３）学士教育改革（グローバル人材育成）のドライビング・
フォース 

人文社会系学部の平成２６年度新設 

多文化社会学部 

“多文化の共生と協働が求められる現代世界におい
て，存在感をもって政治・経済，文化，社会活動分野
等で国際的に活躍できる人文社会系グローバル人材
を，従来にない斬新かつ特色ある教育を通して先駆
的に育成 ” 
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多文化社会学部の教育の特色 

• 多文化社会の包括的理解から出口における専門性
（コース）へ 

  ・グローバル社会コース ・社会動態コース 

  ・共生文化コース ・オランダ特別コース 

• 卓越した実践的英語力の達成（TOEFL iBT 100） 

• 特色ある入試（英語力と批判的思考力） 

• 1年次前期のTransition  Program（准秋入学制） 

• 海外留学の必修化 

• 国際性に富む教員団と英語による授業 

• 学びの質の転換（active learning） 

• 学生を鍛える学修環境（コーチング・フェロー） 
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１．前期日程：オランダ特別コース 10名、それ以外 70名  
 ● センター試験（４教科４科目）300 点 
    国語 50点、地歴・公民から１科目 25点、数学・理科から１科目 25点、 
    外国語 200点 
   ※ TOEFL PBT 500点 (iBT61点)以上，TOEIC650点以上又は英検準１級以上 
     の者は，センター試験の外国語の得点を満点として採点する。 
   ※外国語の得点率８０％以上を必須要件として課す 
 ● 個別学力検査  オランダ特別コース 360点、それ以外 300点 
    外国語 100点、批判的・論理的思考力テスト 200点、 
    面接（オランダ特別コースのみ） 60点 

２．後期日程：オランダ特別コース以外 20名 
 ● センター試験（３教科３科目）300点 
    国語 50点、地歴・公民から１科目 50点、外国語 200点 
   ※ TOEFL PBT500点 (iBT61点)以上，TOEIC650点以上又は英検準１級以上 
     の者は，センター試験の外国語の得点を満点として採点する。 
   ※外国語の得点率85％以上を必須要件として課す 
 ● 個別学力検査 300点 
    小論文 250点、面接 50点   

多文化社会学部の特色ある入試 
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平成２６年度入試結果 

➀総志願者数 ３６１名 

   TOEFL/TOEIC/英検等 

    英語資格試験利用者：１１名 

②入学者 ９９名 

   出身高校所在地：２３都道府県 

              （長崎県２０名） 

   男女比：２８/７１ 

 →予想していた以上に、全国的な関心 
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教職員の危機意識と意識変革 
 ～リスクを回避しない覚悟～ 
 
リスク・マネジメントとセイフティ・ネット 
 

ロールモデル 

大学教育改革に向けて 
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